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「矢吹雄平先生の思い出」
　以上，本書の特徴について筆者なりにまとめてみたが，最後に恩師である矢吹雄平先生の思い出に
少し触れて締めくくりたい。
　矢吹先生には研究室の第１期生６として，修士論文指導のみならず社会人としての礼儀や仕事の進
め方に至るまで厳しく指導していただいた。厳しいといっても，その語り口はいつも穏やかで温かく，
言葉から想像されるようなスパルタ式？の指導では決してない。先生の厳しさを端的に表現するなら
ば「自分自身も含めて人と真摯にかつ徹底的に向き合うこと」に他ならない。ゆえに先生の観察眼は
鋭く，こちらが何も言わずとも，中途半端な意識や（無自覚な）“甘え”，ひいては何に悩んでいるの
かまで，たちどころに見抜かれる怖さがあった。そして，それらの問題を解決するために，先生は常
に相手の目線・立場に立って，丁寧にアドバイスしてくださった。先生が教育の現場でよく口にされ
ていた言葉は，「私は皆さんにマッチ（考えるための道具）を渡してその擦り方を教えることしかで
きない」であった。筆者はこの言葉こそ，学生や院生を［主体化］させるためのメッセージであった
と感じている。今回，『地域マーケティング論』の書評執筆を通じて，先生ご自身が常に「相手満足」
の意識のもと，［主体化］した［マーケティング・ネットワーカー］として，日々理論を実践してお
られたと改めて実感した次第である。先生から学んだ「マーケティング」とそれを実践する先生の姿
は，筆者の人生において時に厳しい問いを突きつけながら，今後も大きな糧であり続けるだろう。
矢吹先生，縁あって未熟な私をご指導くださり有り難うございました。
先生から学んだことと感謝の気持ちは言葉ではとても言い尽くすことができません。
６　岡山大学大学院文化科学研究科　矢吹研究室2007年度修了。
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